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時期 項目 内    容 

      

上 

半 

期 

 

取組実績 

・一年間の監査実施計画書に基づき以下のとおり実施した。 

① 通常監査：定期監査(2 課)、例月出納検査を実施、また、公営企業決算審査、

一般会計・特別会計決算審査及び基金運用審査、健全化判断比率及び資金不

足比率の審査を実施し、審査意見書を作成した。 

② 任意監査：工事監査 

 工事契約  : 1 千万以上  33 件の書類審査。現地調査 19 件 (6 課) 

 業務委託契約: 100 万円以上 29件 の書類審査。 

③ 県内各市、九州、全国都市監査委員会の研修会等へ参加した。 

自己評価 

・上半期の監査は実施計画書のとおり実施した。 

① 定期監査は、各課約 2年半毎に実施している。各種事務のシステム化や前回

監査指摘事項及び契約事務並び出納事務研修の成果により、事務処理は概ね

適正に処理されている。 

② 例月出納検査、公営企業決算審査、一般会計、特別会計決算等審査は、地方

自治法等関係法令に準じて作成されており、決算計数は関係帳簿及び証書類

と照合の結果、適正に表示されていた。 

③ 研修会等への参加 

他市の監査実情や情報の把握、また、実務知識の研修など、事務局職員の監

査業務の向上に努めることができた。 

下半期へ 

の対応 

 年間監査実施計画書に基づき監査を実施します。 

 

下 

半 

期 

 

取組実績  

自己評価  

目標値の 

達成状況 
 

次年度へ 

の対応 

 

 

所管部長（リープロ担当部長）の指示 

 

 

 

 

 

上半期 

 各課の適正な事務執行を図るため、計画的な監査の実施に努めること。 

下半期 

 

 

 

 

 

重点事業の概要 〔事業名：通常監査・任意監査の実施について〕 

〔目標値：監査実施計画書に基づき実施〕 

 監査事務は、地方自治法に基づき、経済的、効率的な事務処理がなされているか、また、鳥栖市財

務規則や出納事務マニュアル等に則り正確、適正に処理されているかを審査する事業です。 


